
















































































   他方，ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）のＰＩ
ＳＡ調査など各種の調査からは，我が国の児童
生徒については，例えば， 
   ① 思考力・判断力・表現力等を問う読解力
や記述式問題，知識・技能を活用する問題
に課題， 
   ② 読解力で成績分布の分散が拡大しており，
その背景には家庭での学習時間などの学
習意欲，学習習慣・生活習慣に課題， 
   ③ 自分への自信の欠如や自らの将来への不
安，体力の低下といった課題， 
が見られるところである。 
《 以下略 》 
（『高等学校学習指導要領解説 国語編』平成















































《 以下略 》 






















































































































































































































































































































































































































22 年 6月 第 2章国語科の各科目 第 1 節国語












































② 内田 樹 
③ 「教育の『ユビキタス』化」 
  「教育のカタログ化」 
  「教育の本質」 






  「助けるつもりが助けられた」 
  「与えるつもりが与えられた」 






  「自然に流れる水」 
  「人工的な水」 
  「空間的な水」 
  「目に見える水」 
「目に見えない水」 
「行雲流水」 






  「治具」 
  「関係性」 
  「発想の転換」 
  「機能論」 
  「相対性」 
  「建築」 
  「町づくり」 
④ 発想の転換（創造性） 情報社会 環境 






  「モノ」 
  「文明」 
  「環境破壊」 
  「人間存在」 
  「人間らしさ」（「人間性」） 
④ 科学技術 （ハイ）テクノロジー 






  「共同体」 
  「共同性」 
  「身体の想像力」 
  「五感」 
  「自然」 
  「メディア」 



























































































学生 ＝ 「材」……学修の主体 
 
教材（課題） ＝ 「道具」 
 
























































 先に見たように平成 24 年度においては、90％以上
にも及ぶ日本の大学が初年次教育を実施しているが、
























※1 日本経団連 2004～2008 年度 新卒者採用に関
するアンケート調査集計結果『選考にあたっての重
視点（複数回答）』 











22 年 6 月 
塚本由晴著『アトリエ・ワン 空間の響き／響きの空間』
（2009 年 INAX 出版） 
『新編 国語総合 言葉の世界へ』（平成 25 年 教育出
版） 
 
 
